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Trajectory of the body drawn by overalls wearing light.
Clothes composition adapt to dance movements.
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辻 將成 : 
　このプロジェクトを通して、踊りと服という自身の身体表
現を取り巻く環境の変化で、作品としてのアウトプット・パ
フォーマンスが大きく変化することがわかった。今後の展
開として、光源の実験と多素材の検証も行い、最終的な作品
として高みを目指していきたいと考えている。
